
第５回宇宙活動法基準・安全小委員会 議事要旨 

 

１．日時：令和８年９月７日（月） １３：３０－１４：４８ 

 

２．場所：内閣府 宇宙開発戦略推進事務局 大会議室 

 

３．出席者 

（１）委員 

久保田座長、渡邉座長代理（オンライン出席）、青木委員（オンライン出席）、

菊地委員（オンライン出席）、木村委員（オンライン出席）、小林委員、高取委

員、中須賀委員（オンライン出席）、松尾委員、松山委員（オンライン出席） 

（２）事務局（内閣府宇宙開発戦略推進事務局） 

龍崎事務局長、鎌田審議官、相川参事官、𠮷𠮷村参事官、大段参事官補佐、佐藤参

事官補佐、田中参事官補佐 

 

４．議事要旨 

（１）宇宙活動法改正等を踏まえた施行規則及び審査基準の改正案並びにガイドライン等

改正の方向性について 

事務局より資料１～３に基づき説明を行った。委員からの主な意見等は以下の通り。 

 

 全体の改善の方向性に賛成。安全の確保と申請の利便性を両立している。 

 「特定人工衛星」と、「人工衛星」、「人工衛星等」の用語について、分かりやすさ

の観点で、対外的な説明方法を工夫すべき。 

 米連邦航空局（FAA）との協定締結を踏まえ、一方的な受入れではなく、相互承認を

進めていくべき。 

 ハザード解析要求について審査予見性を高めるためにも、どのような内容であれば基

準を満たすか示すべきではないか。 

 過去の審査結果を使った差分評価について、「類似」がどこまで認められるか明確に

すべきではないか。 

 法改正で対応する事項以外で、施行規則等で対応することとされた事項について、計

画的に進めて欲しい。 

 宇宙港に関する制度についても、引き続き検討を進めて欲しい。 

 審査員の体制強化、能力向上に努めて欲しい。 

 

また、施行規則案及び審査基準案の修正並びにガイドライン案及びマニュアル案の作成に

ついては座長に一任された。 

 

以 上 


